定例記者会見発言録

日　　時：令和８年４月３日（金）15時30分～
場　　所：伊達市役所東棟４階　401・402会議室
出　　席：市長、副市長、教育長、総務部長、未来政策部長、財務部長、産業部長、教育部長
報道機関：読売新聞社、福島民報社、福島民友新聞社
発表項目：市長から年度始めのあいさつ後、下記の内容について、別紙資料により説明
資料１　伊達市合併20周年記念事業
資料２　観光Webアプリ「伊達市が面白すぎる件」の開設について
資料３　物価高騰対策事業の申請受付が始まります
資料４　伊達総合支所開所式
資料５　伊達市吹奏楽きらめき事業第11回合同演奏会

《年度始めのあいさつ》------------------------------------------------------
　年度初めの記者会見でございますので一言ご挨拶を申し上げます。
令和7年の事業につきましては、市民の皆様のご支援、ご協力をいただきまして、完了または順調に進捗をしているところでございます。心から感謝を申し上げます。
令和7年度の事業概要を申し上げます。まず、イオンモール伊達の開業に向けた環境の整備を行ってまいりました。周辺道路、安全施設等々の整備を行いました。
また、アンテナショップを設置しますので、それに向けた準備を進めております。
イオンモール伊達には、ほぼ全ての公共交通が乗り入れしますので、その公共交通の事業者と調整を進めてきたところでございます。
それから、総合支所になりますが、令和6年、令和7年の2か年で整備を進めてまいりました霊山総合支所並びに伊達総合支所が令和7年度をもって完了しております。
また、商工業の活性化、担い手の確保のために伊達イノベーションサポートセンター、通称DISCを設置しまして、これにより、担い手、商工業の企業への支援をしております。
伊達市の基幹産業であります農業につきましては、データ駆動型スマート農業を推進しております。令和6年、令和7年とデータを取得・蓄積を行いまして、それを生産に役立てていくことで進めているところです。そして伊達市の農産物の魅力発信としまして東京においてファンミーティングと東京ドームで伊達市桃コラボを実施しております。また桃やきゅうり、あんぽ柿のＰＲで東京、北海道そして仙台等々においてＰＲ活動を実施してきました。
そうした事業を進めることにより、伊達市の知名度をしっかり広めることができたと考えています。
続きまして、令和8年度の事業について申し上げます。令和8年度におきましても、引き続き人口減少、それから少子高齢化への課題解決に向けて、4つのまちづくりを進めてまいります。若者が定着するまち、便利で暮らしやすいまち、人にやさしいまち、そして豊かさが感じられるまち、この4つのまちづくりをしっかり進めていきたいと思っております。具体的に申し上げますと、若者が定着するまちづくりにつきましては、子育て支援を重点的に進めてまいります。
具体的な事業としましては、イオンモール伊達に設置を予定しております事業所内保育所への支援を進めてまいります。また、父親を対象とした子育てサロンの設置、また市内事業所への子育て出前講座等々を進めてまいりたいと思います。
続きまして、 2つ目の便利で暮らしやすいまちづくりとしましては、公共交通の利便性向上を図ってまいります。イオンモール伊達開業に合わせまして、バスの鉄道アクセス線を運行いたします。また、中山間地域の高齢者の足として、デマンド交通の利便性向上を図ってまいります。
3つ目に、人にやさしいまちづくりとしましては、子どもや高齢者などの生活弱者への支援を重点的に進めてまいります。5歳児健康検診の実施、それから高齢者補聴器購入補助、学校関係ですと、小中学校のトイレ洋式化、そして小学校の水泳授業における市民プールの活用、また夏場の暑い中での運動、体育館での運動ということで，中学校体育館に大型冷風機を設置するというような事業を進めてまいります。
そして4つ目、豊かさを感じられるまちづくりとしましては、農業振興及びイオンモール伊達開業を市内経済発展に結びつけるための各種施策を進めてまいります。
具体的には、データ駆動型スマート農業をさらに推進してまいります。
また、イオンモール伊達内にアンテナショップを設置し、市内回遊を促進をしてまいります。そうした4つのまちづくりを中心に、伊達市の発展のために、しっかり令和8年予算の早期執行に努めてまいります。
早期執行することによりまして、生活しやすいまちをつくってまいりますので、どうか市民の皆様の支援、ご協力をお願いします。

《質疑応答》----------------------------------------------------------------
[bookmark: _Hlk226147861]観光Webアプリ「伊達市が面白すぎる件」の開設について
[bookmark: _Hlk226148284]■　クーポンの利用回数について
記　　者　Webアプリに搭載しているクーポンの利用回数について伺います。一回限りなのか。複数回利用可能なのでしょうか。
産業部長　クーポンについては、1日1回の利用を想定しております。お店の方でQRコードを読み込んでいただいて、クーポンを使っていただくというような形になっておりますので、次の日以降については、また利用できることになっております。

■　今後のWebアプリをどのように活用していくのか
記　　者　ふくしまＤＣによって、県外の方がより多くいらっしゃるかと思いますが、今回のWebアプリを伊達市外の方々が観光する上で、どういうふうに役立てていくのか伺います。
産業部長　このＷｅｂアプリにつきましては、 ＤＣ期間に間に合わせるため、今回公開させていただくものであります。これにつきましては、例えば道の駅ふくしまさんであるとか、道の駅国見さん等にも配布を予定しておりまして、そちらに寄っていただいた方についても、伊達市の方を訪れていただきたいというような思いがございます。それから、もちろんイオンの開業ということもございますので、そちらの方から市内を巡っていただくというような機会にしていただきたいと考えております。

記　　者　先ほどお話にあった道の駅ふくしまさんなどには、何かチラシもしくはポスターなどで掲示される予定でしょうか
産業部長　ポスターとQRコードを掲載しているカードを配布したいと考えてございます。

物価高騰対策事業の申請受付が始まります
■　補助事業における定員数について
[bookmark: _Hlk226196163]記　　者　スマート農業による省力化技術導入支援事業、認定農業者等農業機械等購入費補助事業、高齢者エアコン購入設置費用助成事業の各定員数について伺います。
産業部長　スマート農業による省力化技術導入支援事業については、補助上限150千円で30台を予定しています。認定農業者等農業機械等購入費補助事業の従来型で20件、スマート農業枠で8件を予定しています。
未来政策部長　高齢者エアコン購入設置費用助成事業では、補助上限が5万円ですので400件の申請件数を見込んでおります。

■　環境モニタリング装置について
記　　者　スマート農業による省力化技術導入支援事業で環境モニタリング装置の導入に係る経費の補助ということですが、この環境モニタリング装置というところが具体的にどういった装置を想定しているのか。カメラとかなんでしょうか。
また、定員数で30台とのことですが、一人、この装置を一台までの補助ということでよろしいか。
産業部長　伊達市は令和6年から高知大学のIOPと連携しており、今年度もそちらのクラウドの方に情報の方を蓄積する予定になっております。
そのため、 3つの機器を提示いたしまして、その中から選んでいただくような形になってございます。台数については、1人1台でお願いしたいと考えてございます。
機器についてですが、モニタリング装置で測るものは、温度と日射量と二酸化炭素になっております。その測定器と一部電源を太陽光で行う機器となります。

■　今後のスマート農業の取り組みについて
記　　者　先程の質問に関連して、スマート農業について伺います。市長のご挨拶の中でも、今後市としてスマート農業の推進に力を入れていくとのことですが、現状で市内の農業をやられている方の中で、どれぐらいスマート農業が普及しているかお教えいただければと思います。
市　　長　現状では、正確な数字はありません。ただ、若い農業者を中心にデータを集め、それに基づき、農業をしている方はいらっしゃいます。
ただ、今はそういったデータをそれぞれ個別で取っていますので、それが横展開されていないのが現状です。横展開をして、みんなでそのデータを共有しようということで、今回データ駆動型農業ということを始めました。ですから、スマート農業としてデータ駆動型をやっている方は結構いらっしゃると思いますので、そういった人たちに今回もその機種を選んでいただいて、みんなでデータを取って共有をしようということで進めていきたいと思います。


その他
■　梁川のバイオマス発電所について
記　　者　梁川のバイオマス発電所についてですが、稼働時期、運転開始時期は決まっているのでしょうか。
市　　長　バイオマス発電所については、今、事業者の方で設備用の点検を実施しております。この点検で予定通りの出力が確認されたということであれば事業を開始すると伺っています。具体的にいつからということについては、市の方に情報は入って来ていません。
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